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担
当
者
が
、
当
社
に
車
両
入

庫
に
関
わ
る
連
絡
を
し
た
際

に
、
ボ
イ
ス
ボ
ッ
ト
が
対
応

す
る
。
Ａ
Ｉ
音
声
が
流
れ
る

の
で
、
担
当
者
は
、
事
故
番

号
や
車
両
の
種
類
、
概
算
修

理
金
額
を
口
頭
で
伝
え
て
い

た
だ
く
。
Ａ
Ｉ
は
、
そ
の
音

声
を
把
握
し
、
損
害
確
認
方

法
を
案
内
、
そ
の
後
入
庫
連

絡
が
完
了
す
る
。

　
―
―
同
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
修
理
工
場
側
の
反
響

は
。

　
篠
原
　
テ
ス
ト
に
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
修
理
工
場
さ

ま
か
ら
は
、
「
ス
ト
レ
ス
は

な
か
っ
た
。
今
後
こ
の
よ
う

な
時
代
に
な
っ
て
い
く
ん
で

し
ょ
う
ね
」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
も
ら
っ
た
。
Ａ
Ｉ
音
声
に

苦
手
意
識
を
感
じ
て
い
る
方

は
一
定
数
い
ら
っ
し
ゃ
る

が
、
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る

方
の
ほ
う
が
多
い
よ
う
に
思

う
。

　
―
―
テ
ス
ト
期
間
で
得
ら

れ
た
成
果
は
。

　
篠
原
　
テ
ス
ト
期
間
中

は
、
本
番
と
同
様
に
土
日
も

受
付
が
で
き
る
環
境
で
テ
ス

ト
を
開
始
し
た
。
入
庫
連
絡

の
入
電
の
う
ち
３
割
程
度
が

ボ
イ
ス
ボ
ッ
ト
で
対
応
で
き

た
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
分

析
を
継
続
し
、
途
中
で
離
脱

す
る
ケ
ー
ス
が
減
る
よ
う
に

改
良
を
重
ね
て
き
た
結
果
、

10
月
８
日
の
リ
リ
ー
ス
後

は
、
テ
ス
ト
を
上
回
る
利
用

率
を
確
認
し
て
い
る
。
さ
ら

に
改
良
を
継
続
し
て
、
利
用

率
を
向
上
さ
せ
て
い
く
。
実

際
に
、
土
日
に
営
業
し
、
月

火
な
ど
を
定
休
日
と
す
る
自

動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
中
心
に

土
日
に
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
。
土
日
に
入
庫
さ
れ
た
お

客
さ
ま
を
お
待
た
せ
す
る
こ

と
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
損
害

確
認
を
進
め
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
―
―
自
動
車
の
修
理
な
ど

に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
今
後

の
計
画
や
予
定
な
ど
を
。

　
篠
原
　
今
後
は
、
入
庫
連

絡
の
受
付
だ
け
で
な
く
、
支

払
い
の
問
合
せ
な
ど
に
も
対

応
し
て
い
く
予
定
。

　
―
―
修
理
工
場
向
け
Ａ
Ｉ

ボ
イ
ス
ボ
ッ
ト
以
外
の
、
Ａ

Ｉ
を
使
っ
た
取
り
組
み
は
。

　
篠
原
　
Ａ
Ｉ
ボ
イ
ス
ボ
ッ

ト
は
修
理
工
場
さ
ま
向
け
以

外
に
も
展
開
し
て
い
る
。
台

風
・
大
雨
な
ど
の
災
害
時
や

相
手
が
い
な
い
単
独
事
故
の

際
に
、
お
客
さ
ま
か
ら
事
故

受
付
を
い
た
だ
く
手
段
と
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
故

受
付
、
電
話
受
付
に
加
え
て

Ａ
Ｉ
音
声
に
よ
る
事
故
受
付

で
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
サ

ー
ビ
ス
は
、
必
要
最
小
限
の

プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
操
作
と
お

客
さ
ま
の
発
話
の
み
で
事
故

受
付
が
完
了
す
る
。
運
転
中

で
な
い
、
か
つ
、
ケ
ガ
が
な

く
、
レ
ッ
カ
ー
の
必
要
が
な

い
事
故
に
限
る
。

　
―
―
そ
の
ほ
か
に
は
。

　
篠
原
　
Ａ
Ｉ
が
事
故
の
責

任
割
合
の
分
析
を
行
う
、
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
分
析
サ

ー
ビ
ス
も
あ
る
。
市
販
の
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
取
得

し
た
事
故
の
動
画
を
Ａ
Ｉ
で

分
析
し
、
責
任
割
合
を
よ
り

わ
か
り
や
す
く
記
載
し
た

「
契
約
者
さ
ま
向
け
レ
ポ
ー

ト
」
を
提
供
し
て
お
り
、
よ

り
納
得
感
の
あ
る
解
決
に
つ

な
げ
て
い
る
。
分
析
に
は
セ

イ
コ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

㈱
の
事
故
状
況
推
定
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
て
い
る
。

　
―
―
自
動
車
保
険
全
般
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
現
状
と
今
後

の
展
望
を
。

　
篠
原
　
Ｄ
Ｘ
が
進
ん
で
い

る
領
域
は
ま
だ
多
く
は
な
い

が
、
今
後
Ｄ
Ｘ
が
で
き
る
領

域
に
は
積
極
的
に
導
入
を
行

い
、
効
率
を
上
げ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ

で
効
率
が
上
が
っ
た
分
、
人

と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
時
間
を
か
け
て
い
き

た
い
。
Ｄ
Ｘ
を
活
用
す
る
範

囲
に
つ
い
て
は
、
書
類
整

理
、
自
動
支
払
い
な
ど
の
定

型
的
な
業
務
や
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
し
て
有
無
責
の
判
断
を

行
う
こ
と
な
ど
を
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
お
客
さ
ま
の
ニ

ー
ズ
に
関
す
る
デ
ー
タ
分
析

を
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
今

後
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進

化
や
顧
客
ニ
ー
ズ
の
変
化
に

合
わ
せ
て
、
自
動
車
保
険
業

界
全
体
で
さ
ら
に
Ｄ
Ｘ
が
進

ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

　
―
―
今
後
の
展
望
を
。

　
篠
原
　
こ
れ
ま
で
の
や
り

方
を
刷
新
す
る
に
は
、
多
く

の
労
力
と
時
間
を
要
す
る
。

し
か
し
、
よ
り
便
利
で
効
率

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
く
し
、
そ
れ

が
当
社
の
強
み
だ
と
考
え
て

い
る
。
デ
ジ
タ
ル
と
人
、
そ

れ
ぞ
れ
が
も
つ
優
れ
た
部
分

を
融
合
さ
せ
、
お
客
さ
ま
、

関
係
各
社
さ
ま
へ
よ
り
よ
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し

て
い
く
。

　
―
―
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と

特
徴
に
つ
い
て
。

　
篠
原
　
自
動
車
保
険
の
重

要
関
係
先
で
あ
る
修
理
工
場

さ
ま
か
ら
の
入
電
対
応
を
Ａ

Ｉ
音
声
が
自
動
で
受
け
付
け

る
サ
ー
ビ
ス
で
、
損
害
サ
ー

ビ
ス
部
門
の
営
業
日
や
営
業

時
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ

で
も
受
付
対
応
可
能
な
点
が

特
徴
だ
。
お
客
さ
ま
は
、
土

日
の
間
に
修
理
工
場
さ
ま
に

入
庫
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

保
険
会
社
の
営
業
時
間
外
と

な
る
た
め
、
連
絡
を
連
休
明

け
ま
で
待
つ
場
合
が
一
般
的

だ
っ
た
。
ま
た
、
修
理
工
場

さ
ま
も
平
日
に
定
休
日
を
設

定
す
る
企
業
が
多
く
、
修
理

の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
が
遅
れ

る
状
況
が
発
生
し
て
い
た
。

土
日
や
夜
間
な
ど
修
理
工
場

さ
ま
の
都
合
に
合
わ
せ
て
連

絡
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
待
機
時
間
を
短
縮
で

き
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

よ
っ
て
、
修
理
開
始
ま
で
に

か
か
る
時
間
が
短
く
な
り
、

修
理
期
間
が
短
縮
し
、
お
客

さ
ま
に
よ
り
早
く
日
常
生
活

に
戻
っ
て
い
た
だ
け
る
。

　
―
―
導
入
し
た
背
景
は
。

　
篠
原
　
保
険
会
社
は
事
故

受
付
部
門
以
外
、
土
日
は
お

客
さ
ま
へ
の
初
期
対
応
に
と

ど
ま
る
こ
と
が
多
く
、
修
理

工
場
さ
ま
へ
の
連
絡
は
月
曜

日
以
降
の
対
応
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
や

修
理
工
場
さ
ま
な
ど
は
土
日

稼
働
し
て
平

日
に
定
休
日

を
設
定
し
て

お
り
、
土
日

に
入
庫
す
る

お
客
さ
ま
も

多
い
こ
と
か

ら
、
す
れ
ち

が
い
が
生
じ
て
い
た
。
24
時

間
３
６
５
日
、
修
理
工
場
さ

ま
か
ら
の
車
両
入
庫
受
付
を

行
う
こ
と
で
、
こ
の
す
れ
違

い
が
解
消
す
る
こ
と
に
な

り
、
結
果
と
し
て
お
客
さ
ま

の
お
車
の
修
理
が
早
期
に
完

了
す
る
と
考
え
た
た
め
、
こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

　
―
―
シ
ナ
リ
オ
型
の
チ
ャ

ッ
ト
ボ
ッ
ト
と
の
違
い
は
。

　
篠
原
　
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

は
テ
キ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
の
で
、
Ｐ
Ｃ
や
ス

マ
ホ
で
の
対
応
な
ど
に
限
定

さ
れ
る
。
そ
の
点
、
Ｖ
ｏ
ｉ

ｃ
ｅ
　
Ｂ
Ｏ
Ｔ
は
電
話
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
の

で
、
こ
れ
ま
で
の
ツ
ー
ル
か

ら
変
更
せ
ず
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
発
話
で
対
応

が
済
む
こ
と
は
ユ
ー
ザ
ー
の

利
便
性
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
と
思
う
。

　
―
―
修
理
工
場
側
の
利
用

の
方
法
は
。

　
篠
原
　
修
理
工
場
さ
ま
の

篠原氏

修
理
工
場
向
け
自
動
受
付
サ
ー
ビ
ス
開
始

入
庫
連
絡
を
Ａ
Ｉ
ボ
イ
ス
ボ
ッ
ト
が
受
付

　
ア
ク
サ
損
保
は
10
月
８
日
、
修
理
工
場
か
ら
の
入
庫
連
絡
を
Ａ
Ｉ
ボ
イ
ス
ボ
ッ
ト

が
自
動
で
受
け
付
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
24
年
７
月
か
ら
の
ト
ラ
イ
ア
ル
で

成
果
を
確
認
し
、
さ
ら
に
改
良
も
加
え
て
ス
タ
ー
ト
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

同
社
で
は
、
24
時
間
３
６
５
日
、
修
理
工
場
か
ら
の
入
庫
受
付
が
可
能
に
な
り
、
営

業
日
や
営
業
時
間
に
か
か
わ
ら
ず
対
応
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
利
便
性
が
大
き
く
向

上
し
た
。
損
害
サ
ー
ビ
ス
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
部
の
篠
原
恵
太
課
長
に
サ
ー
ビ
ス

の
特
徴
や
、
利
用
状
況
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
聞
い
た
。

アクサ損保
損

害

サ

ー

ビ

ス

カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
部
　
篠
原
恵
太
課
長
に
聞
く

24
時
間
対
応
で
修
理
期
間
の
短
縮
実
現

修
理
工
場
向
け
Ａ
Ｉ
自
動
受
付
「
工
場
ボ
イ
ス
ボ
ッ
ド
」


